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第
十

四

盤(1

ニ
七
六)

，

雜
錄
笫
十
九
世
祁
の
文
明
史
，及
び
文
明
史
家
.：

 

笫

九

够

九
！

1
逸
せ
，名f

を
遺
慽
名
し
た
マ
而
し
て
タ
I

V

M

、
吾 

,

人
は
之
を
逸
；せ^

^

,

、
菩
人
は
錄
術
家
ビ
レ
て
の

」 

人
1

ぢ
も
、
人
と
し
て0

人
t
e
、

一，
層
多
く
の
興
味
を 

'

有
！^
^

な
.れ
ば
ど
辯’じ
た
‘る
も
、

乙
-は
文
明
の
通
查
を 

.

‘
不
廣
杂
に
し
れ
、
又
中
世
の
縢
朧
ょ

6

文
.鱗
復
興
期
の 

目
眩
き
飾
光
に
至
：る
推
移
の
早
き
を
：誇
張
し
て
ゐ
る
ビ 

非

難

す

：る

，も

の

.
が
ぁ
る
。
復
與
期
の
文
書
k

對
す
る
彼 

.1

識
^

^

汎
で
ぁ
つ
た
が
、
中
世
に
は
徹
底
し
な
か 

:
:
.

づ
れ
。
成
る
評
者
は
筏
興
期
に
_對
す
る
彼
の
觀
察
は
餘 

、
パ
令
に
阿
諂
的
で
ぁ
る
士
し
、
又
政
治
に
關
ず
る
評
論
は
，
 

r 

分

で
: *
.
:る
？
®

評
も
ぁ
る
。
最
迸
の
最
も
峻
烈
な
：
 

^

&

者
ほ
文
藝
復
興
が
如
何
に
し
ズ
.始
ま
&

、
.
如
何
に
,
 

し
：
，て
、
發

展

し

た

る

.か
の
說
明
を
缺
ぎ
、
伊

太

利

文

化

の
‘I 

」

：#

^

的
基
礎
を
見
落
し
、
、旦
つ
.作
者
^

對
す
る
彼.の
：通 

奪

は

き

：
世

代

：の

前

後

を

混

同

せ

^

^

歎
ず
る
も
、
是
等 

:

の
；批
評
は'『

文
'.書
に
存
す.
る
文
明
史
中
の
、
.
.最

も

徹

底
' 

'
灌

む

: ^(

且
つ
.
最
免
精
巧
な
る
論
文

』

笔
ァ
ク
ト
シ
卿.

'の
讃
辭
を
得
た
る
，、
.本
書
の
名
聲
を.知
ら
.ざ
名
も
の
で 

あ
：る「

0 

,

.
爾
來
四
十
年
の
苌
騫
を
全
ぅ
し
た
る
彼
は
、
他
の
著 

述
を
出
3

.な

.：か
つ
^
。
彼
は
講
義
に
無
限
の
苦
心
を
積 

\

ん
：だ
。
其
の
該
博
な
る-知
識
ヒ
獅
創S
は
二 

I
チ
-
や
其 

I

他
の
.聽
講
者
の
知
る
處
で
あ.る
。
彼
ゆ
老
史
家
ラ
ン
ヶ 

の
，退
隱
に
際
し、
' 阿
諂
的
に
提
供̂

れ
た
る
伯
林
：大
學 

^
.於
げ
る
講
座
を
峻
拒
し
为
。
.其

_の

晚

年

の

主

れ

る

仕 

事
は
、
そ
の
講
義
を
基
礎̂
し

て

、
.
-ギ

リ

シ

ャ

文

明

の 

百
科
辭
書
的
通
赍
で
ぁ
つ
衣"！
八
九
%
年
臨
終
の
際
、

| 

ニ
.卷

廣

に

脱

稿

し

、
他
の
ニ
卷
は
門
弟
の
手
化
ょ
つ 

マ
て
敗
版
の
準
備
中
で
ぁ
つ
た
。
彼
は
一
八
六
八
年
古
學 

:
の
精
神
に
つ
き
敎
案
を
立
て
數
年
の
間
屢
ギ
リ
シ

•ャ
に
‘ 

‘つ
い
て
講
述
し
、
聽
講
者
に
迫
ら
れ
-て
之
を
手
記
し
た 

る
：も
V 

'
出
版
すV 
く
餘
6
に
木
.完
全
で
あ
る
ビ
の#
念
.

.を
打
破
ず
る
こ-
が
出
來
ず
>
:臨
終
に
_及
ん
.で
猶
ぐ
其 

•の
許
可
を
與
：へ*
の
で
あ
つ
た
。
，故
に
本
書
の
不
完
全

.

家
ょ
b
す
る
酷
評
に
對
し
て
は
右
の
事
®'
'
'を
記 

:

臆
せ
.ね
ば
な
ら
ぬ
v°, 

‘ 
，

.

:治
;0『

ギ
>
レ
：
ャ
文
朋̂

3は
#
細
化
百
¥

旦
つ
包
括

ト
的
^
る
a
奔
で
ぁ
、る
。
彼
は

『

_

0
文
化
は
權
カ'{

:

:ょ

• 

■ 

.

.

.

. 

: 

. 

•

,、

:
0

て
：安
固
ど
な#
る
處
^

»

>得
：る
0
み』

.
^
說
き
輊 

_

ら
い

，

肩
ほ
文
化
飞
政
治
金
結̂
付

け

ず

、
、
、夫

才

の

至

高 

の
''
#

威

^

Eめ
、

殊̂
獻
術

は

國

家

の

微

弱

な

る

^
き 

.に

繁

榮

し.得

ベ

き

を

譃

め
^
。
：̂
敎

に

は#

ー、
卷

を

充

： 

て

、
第

三

.卷

は

藝

術

 

< 文
學
、
科
學V
Jff
學
'!
:
,論
じ
た
パ 

る
も

、

第
四
卷
は
ホ1

マ
.丨
ょ

b

パ
ゥ

ナ
ニ

ァ

ス

に
菜

, 

る
、

ギ

ク

シ

'

ャ
個
性
の
連
續
的
發
展
を
說
き
、，
ギ
タ
ン 

ャ
世
界
のa
想
化
ヒ
拒
ん̂

。
彼
が
取
門
家
次
ら
ざ

V
:

 

し
こ
^

、̂
他
の
方
面̂

て
锻
へ
た
る
見
識
を
具_へ
て

' 

晚
华
ギ
ソ
シ
ャ
に
旅
行
せ
る

KJ

ビ
の
事
實
は
、
本
書
に 

異
常
な
る
活
氣
を
加
へ
た
。
其
の
描
篇
'0
際
立
：て
る
特 

徵
诛
、
影Q

濃
身
に
せ
で
あ
る
。
曾
て'文
®
復
興
に
肢 

耀
せ
ち
ビ
の
非
雛
を
受
け
た
彼
は
、
希
臘
に
眩
惑
，さ
る
， V

乙
す
は
な
が
つ

4
^

彼
ば
殘
忍
が
狹
貴
、
奴
隸
制
度 

の
、汚

點

を

說

：
い

た

。
ブ

V

ク
パ

,ト
は
«
.的
生
®
を
^
、 

そ
の
表
出
の
餱
件̂.
.る
形
式
や
刺
度
な̂

0

##
ょ
り 

も

重

じ

れ

。

：

テ
ー
ン
：
の
：魏

情

を

そ

公

K
yた
る
'は
.、

時

代 

、精
神
紀
徹
底
し
、
雛
問
を
看
破
ず
る
#
®
力
で
あ
つ
た
。 

彼
は
：又
顧
る
個
人
的
で
あ

0

て
、.
決

し

て

一

派

を

立

；
つ 

ハ
る
乙
ビ§

か
つ
；̂

併

し一

時
期
成
は
：

一

民
族
の
心 

理
を
解
釋
.せ
ん
？
企V

t 2

る
史
家
に.し
'で
、
彼
の
：流
を 

汲
ま
ざ
る
も
の.が
、
何
處
：に
あ
る
：で
み
&
う
か
。

ゲ

ゼ

ル

の

虿

由
_

-

&

k
w
~

痛

、

-
乾

：

a

■此
の
一
篇

It
H
cr
g 

N
i
n
e
t
e
e
n
t
h

 

C
e
n
t
u
r
y

 

A
n
d

 

A
f
t
e
r
,
,
N
O
.

 

5
2
0
?
'
J

目
作
 

1
9
2
.
0

 

.所
載
の

■ 

w
r
e
e
.
E
c
o
n
o
m
y

 : 

a
n

 

A
l
t
e
r
n
a
t
i
v
e

 

t
o

 

a
n
d

 

s
o

-oi
a
l
i
s

 
日

.B
y

 

P
h
i
l
i
p

 

P
v
c
j

 

を
課
1
し

? :
ろ
も 

の
.で
^

气

'賢
本
主
義
及
び
社
會
主
：籤
に
：代
る
‘

、
の
新
^

!

は
、一

部

:

第

十

馨
{
r
r寒

'錄
.

笫
.九
號



     ■—  ■一 ~ -  一 一 ^— — — … 〜 《■ • もIf
,1:1
IU

IIii 1 11

t'
yf
 
/
 
u
 

y
s
r
^
^

r;
: 

i

&

f

ゲ
-せ
か
の

「

自
由
經
濟
；

j

論
.

四

:め

舊

1W
於
で
は
、
蒙

现

f

の

間

雙

象

：て

碁

政

商

輝
 

‘f

 
&

c

<

i

^
 

,然
:t

乍
ら
未
_ボ

铄

顧

,|
^

於

<
は
、多
々
世

ぬ
. 

'
•许
谠
か
盤
く
):

至
ら
な
い
0
、
>
の

陆

に

方

つ

て

，
之

れ

^

紹

介

ゴ

ゐ

’.
:
 

は
强
ち
徙
辦
の
業
で
は
杪
る
ま
ヤ
と
瓜
ふ
。 

ゝ

'
:
.
.
•
,
.

一' 

V .■- 

;: 
- 

.
, 

•

::
•-.
: 

•
'
;:
''
:
.
:
, 

•
. 

■ 

.
:

,
’

」

の
論
文
の
目
的
斧
ず̂

き> 

Vろ
极
、
、
資
本
主
義
S 

社

會

由

の

爭
_
を
絕
允
ん
ま
た
め
#
、
且
0
4
た
. 

社
會
問
題
に
對
す
，る
嚴
後
の
解
決
の
基
礎
を
作
も
ん
が
. 

.カ
め
に
、
瑞
西
，及.ガ
獨
逸
の
經
濟
學
者0-
则
體
0
意
：晃 

-

中
k
打
は
^
て
ゐ
石
、
rr
し
き
經
濟
學
說
を
說
明
せ
ん
：
 

:̂
-す
る
に
あ
る
0

ソ 

.

_
-

「

0

*
i?
w
u
^
r
e
e
l
E
C
o
n
o
m
y
^

シ
ル
ビ
■ォ
• *

ヶ
ゼ
.
^

,.
' 

> 

,
• 

. 

. 

— 
： 

; 

'' 

.

.

.

.

.

. 

. 

I
.

.

.

. 

:

Silvio IGesai 

.
.0
摩
生
め
事
業
で
.ぁ
る
へ
。':
彼
は
商
人
に
- 

し
て
經
濟
學
漭
、
ま*
.猶
桊
家
^
.ぁ
つ
v
:>
11

八
六
三
" 

年
獨
逸
人
女
父
ビ
し
、
，;#
蘭
^

^
を
母
^
し
て
、
»
逸 

ゲ
>.
ゼ
シ
ブ
ル
.グ
の
國
»:
附
近
な
る
セ
ン
トC

ビ
ス
co
r 

\

^
亿
於
て
生
れ
?2
。( 

V 

.

ゲ
兮
ル
；ば
多
ぐ
の
人
：ダ
と
同
じ
樣
ド
、
社
會
.的
正
曝 

sociar .Justice 
と
.は
.勞
»

そ &

勞 

_
に
«; 

例
す
る
報
酬
^.
享

i
ベ
き
C
ビ
を
^
ふ
ビ
解
す
る
。
故 

に
社
會
的
迅
義
ば
.、
最
も
能
！|
;高
き
者
に
、
最
も
大
な 

る
報
酬
を
確
保
す
る̂

め
に
、
fJ
;
*
m
^
Q
o
m
p
e
t
i
t
I
o
n 

を
要
歌
す
る
〃
。
自
曲
競
華
は
民
族
叉
は
搁
人
の
鱗
達
の 

'ね
め
代
必
要
で
ぁ
を
。
社#
主
義
に
反
對
す
る
、
即
ち 

'自
由
競
び
私
的
企
業
め
撤
廢
に
反
對
す
る
、生
物 

學
的
X
ば
心
，理
學
的
議
論
；味
、.繼
倒
せ
tら
れ
て
.ゐ
る
。 

(

協
,
0
0
_
0
カ
6
运
1

§
及
び
サ
' ンIデ
カ
リ
ズ
ム
は
■社
會
，主
.. 

0
9「

種
_
:で
あ
^
て
’
i
れ
ビ

同
.様
の
#

f

.受
找 

る
，。：’但

し

冀

衣
"
典
產
圭
義
的
衝
動
^
ょ
卜
て
、
活 

動
^

f

©
小
S
い
：國
徼
读
例
：外
で
ぁ
る.

-

- 

:

v

f
の
^

f

主
.義
的
制
f

、
眞
0
自
由
競
爭
缸
«
 

礎
ど
す
を
も
の
'で
は
な
い
'̂

Z
0
制

度

め

下

に

は
 

或
る
0

達
ず
れ
ば
、
自
由
競
爭
は
宽
す
る
。

F

一
旦
.. 

^

^
へ
{利
予
縈
生
：嘗

財

產

；>ン
を
所
有
す
れ
ば
，
-そ
ぬ

者
は
ヽ
勞
働
す
る
こV/J

な
：X
し
て
所
得
を
享
受
し
、自
由
パ
に
歸
す
る

J J 

.̂-
を

記

憶

，し

な

ぐ

て

は

な

ら

，
ぬ

'。
'例
へ
V省 

,
:競
#
か
&
免
.れ
-る
や
ぅ
に
#
籤
甘
ら
れ
る
。
勞

働

せ

ざ

瑞M
に
ま
け
る
國
R
所
#
の
總
额
.ば
、

一
ヶ
年
四
十
億 

る
.資

產

：{利
子
.を
淳
受
t
る
者)

の

本

勞

働

は
、
.

法
^

あ

っ

七

.、

.

利
子(

地
代
を
.含
む)

は〗
：ー
十
«
法
で
あ 

澇
働
考
の
所
得
か
S
控
餘
せ
ら
私
る
。

'こ
れ
.は
掠
.

®
る
。
從
0
:て

勞

働

輕

對

：し
て
は
、
二
十
億
法
を
剩
す 

e
x
p
o
t
a
t
l

.で
あ
；つ
て
.、
眞
‘の
競
部
で
は
な
い
？
他

人

に

過

ぎ

な

い-9
故
^
瑞
西
：に
妗
け
る
»|
民
所
得
の
.半
锁 

ょ

み

：借

，り

受

け

れ

資

本

’を

以

て

勞

働

す

る

俯

.离

商

人

.、

j

は
、
.刺
子
即
ち
不
勞
働
所
得
で
あ
る
。
こ•の
こ
‘艺
'は
そ 

自

^

^

，業

者

ヽ

官

斑

ぃ

手

^

業
雜
等
は
、
凡
て
勢
働
者|

の
ff
i
の
あ
ら
ゆ
る
文
W
國
ft
於
て
も
、
同
機
纪
眞
现
で- 

で
あ
：̂
。
贷
付
た
る
货
幣
の
利
，子
、
土
地
の
地
代
を
享

\

，あ
.る

。
年

所

猾

，
の

分

配

は

大

略

f

傭
.主
に
二
分
、
商
人
' 

グ
受
f

«a
:も
.の
•は

、

資

本

家

で

あ

る

.，。

 

；.j 

R
一
 

割
七
'分
：、
«•
.銀
敗
得
者(

最
廣
義
に
於
け
る)

に 

ン
：
：
多

义

，の

者

^
1
^
-
が

»

分
で
：あ
冬
か
ら
.
..
.霧

翁

はi

. 

u

祖

一

分
、
勞
働
せ
ざ
る
資
本
家
に：.五
割
で
あ
る
。故

.. 

.

.只

そ

の

：年
：所

得

.
の

五

分

:^r

放
‘棄

ず
.る

及

跑

絮

な

い

，
の

j

.:

に
若
し
利
子
な
し
€
す
れ
：ば
各
0
.勞

働

階

級(

俯
.主
を
. 

.で
あ
る
、
即
ち
必
耍
品
な
ら
ざ̂
も

.0
^
對
し
て
ノ
,/
]
>i 

<
^
:

)

は

、
證

；の
：所

将
2

1
繁

’得
な
乙
と
、
な
る
の..

锻

の

糧
:̂
_
:
:ひ
.、
:而

し

て

望

樣
'借
f
受
：け
汔
f

l

.

^

::..
 

.

,

?
^
を
利
«-
)
し
て
ヽ
經
濟
连
-f
f
ifc
膨
脹
力
を
*
ふ
；る

の

し

.

.
，
利

子

.̂
は
&
R}
i-
t
存
す
.る
t

T
の
鐵
遒
線
路
、
田
畠
、 

で
^

る
：と

考

へ

を

。
然

し

乍

ら

五

^

の
刺
チ
ま
»
«'
、「

M

r
電
餐
港
酸
等
^
慣
値
の
五
分
が
、.年

々
■

甘 

资
本
偕
額
ね
對
し
.，て
.
«
る̂
、
ネ
;^
で
あ
$
、

に
：
-
.ざ
^
者
0-
'

德
に
.歸
ず
务
こ
ヒ
;-
:
換
言
：す
れ
ば
勞
^

^
は
ぃ
.：
 

は
勞
-儆
素
の
年
所
得
，會
約
架
齋
：が
、
ぃ
康
本
家
階
級
し

：

一一.十
.五
#
每
^
.
:ー.
©

、

」

そ

の

.：國

.?

新

’に
钡
造
じ
な
く
て
っ

,

n

,

.
 

. 

.

. 

:

:

「

氣
銮
.，
.-

I



.
f
l
.
i
i
^
. 

o
$
. 

M
H
6
6

は
な
ら
ぬ
.
.

J

ビ
を
意
味
す
る
.
.。
斯
く
の
如
さ
負
*
を
有
' 

.す
る
、
現
代
人
の
if
濟

的

生

產

カ

.

、

決

し

て

完

全

に
 

-發
達
す
る
時
は
ぁ
り
得
な
い
。
分
業
の
發
達
"
技
術
の 

完

成

に

て

、
凡
て
の
者
が
蒙
る
べ
き#

の
恩
恵
は
、. 

木
勢
働
所
得
を
享
受
す
る
漭
の
占
む
る
ビ
こ
ろ
ビ
な
る 

の
で
あ
る
。

'.
.

•

之
れ
S
同
時
に
他
の
方
面
に
於
て
も
、
利
子
は
經
濟 

,的
發
厫
を
，阻
窖
す
る
。
利
率
が
五
分
.で
*
る
時
代
は’

行
ふ
ご
と
の
出

來

な

い

：、
，
凡

て

の

有

益

な

る

企

業

"

交 

通

運

輸

機la
、
土
地
改
良
、
殖
林
事
業
、
住
宅
建
築
も
、 

'四
分
、
三
分
、11

分
の
利
率
で
貨
幣
を
使
用
す
る
こ

W
 

が
出
來
る
•な
ら
ば
、
之
を
經
營
ず
る
を
得
る
か
も
知
れ 

な
い
.。
ッ
1
ク

H
§

s

は
彼
の
傑
作「

㈣
價
の
歴
史」

. 

I
^
t
o
r
y

 

of P
r
i
c
e
s

に
於
て
：、
十
八
世
紀
の
前
半

(
：

英 

;國
の
耕
作
地
が
，

一

味
非
常
な
る
擗
張
?:
見
た
る
は
、
利 

.

.，子

の

底

落

に

因

る

こ

^
を
論
じ
て
ゐ
る
。
.
.
'

九
六

グ
ゼA

の
改
革
の
：主
||
1
4̂'
す
る
と
こ
ろ
は
利
子
'を
掀 

廢
せ
ん
ビ
す
る
に
あ'る
。
利
子
の
一
權
類
で■.あ
る
、
M ' 

代
に
よ
る
個
人
的
所
得
：を
、廢
雍
す
る
た
めk
、
ゲ
ゼ
ダ 

は

.±
地
>-
獨
有
.ビ
し
、
公
入
札
^
よ
り
て
、
農
業
地
を 

賃
貸
.せ
し
め
ん>

5
J.を
主
張
す
る
。
而
し
て
彼
は
出
地 

問
題
を
永
久
に
解
決
す
る
唯
一
.の
方
法
で
あ
る
こ
の
案 

を
、
實
行
す
る
に
は
次
の
方
法
が
あ
る
こ
ど
を
指
摘
し

て
ゐ
る
。(

一)

フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
シ
ィ
及
び
へ
ン
ソ1
•
ジ
ョ

ゥ

デH
e
n
r
y

 

G
e
o
r
g
e

の
土
地
改
良
案
の
如
く
、
土
地 

所
有
者
よ
o
無
賠
償
に
て
收
用
す
る.1V」

。
し
か
し
，j 

の
方
法
に
よ
れ
ば
、w

a
を
惹
起
す
乙
ど
に
な
る
。

(

ニ) 

土
地
所
有
者
に
賠
償
：を
な
す
乙
ビ
。
こ
の
方
法
に
よ

.

れ 

ば
、
國
象
ば
購
買
貨
幣
代
對
す6
利
子
を
支
拂
ふ
た
め 

に
、
地
代
を
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
が
、 

か
S
る
土
地
間
題
す
る
財
政
方
而
の
こ
と
は
、
未 

だ
少
し
0
解
決
せ
ら
'れ
て
居
ら
ぬ
:0
- 

‘

節
{<
:
ょ
&
で
、
常
^
额
面
價
格
を
維
持
す
る、
' 敗
府
の 

株
式
を
も
つ
て
、
所
有
者̂

市
場
價
値
：の
全
部
を
、
支-.
. 

:

拂
ふ
i
と
を
提
議
す
る
。

(

苦
し
株
式
の
價

格
が
额
面
赝 

格
以
下
に
下
落
せ
ん
と
ず
る
時
は

>
:

利
率
を
引
上
げ
、

X
巷
し
額
而
惯
格
以
上
に
纖
貴
せ
ん
ビ;t
る
傩
は
，
利 

率
.を
引
下
げ
る
の
で
^

5

V 

.

.

.

.

.

.ゲ
ゼ
ル
の
今一

つ
の
改
革
案
で
あ
る
ぅa
Fi
J
貨
幣」

，

Free-M:

*oney 

:に
於
て
は
へ
後
に
詳
述
す
る.や
ぅ
^
、

一
： 

般
的
利
率
は
段
々
に
低
落
す
る
0
故
に
國
家
は
土
地
株 

式
の
價
格
を
額
面
同
額
に.維
持
す
る
.た
め
{C
を

の

刺

率
-
 

を
段
々
引
下
げ
る
。
ビ

(

こ
ろ
が」

方
、
.地
代
は
以
敬
ビ| 

.

同
額
：で
あ
る
か
ら
、
土
地
改
良
は_
家
^
對
し
段
々
利
-
一
 

「

益
を
齋
す
：こ
€
に
な
る
。_

^
ブ
般
的
利
率
が
、
：低
落.

\

 

■1
,
;て
零
1:
な
る
時
は
、
；.全
體
の
地
说
は
難
C

V
國
家
の
' 

肩
肩
と
«
る
*の
で
あ
る
o
こ
の
金
猶
は
.：凡
て
梁
時
の
粗. 

-栊
を
支
挪
ふ
に
、
十
分
な
る
金
額
で
あ
つ
て
、
.ゲ
ゼ
ル 

は
之
れ
，を
直
.接
國
民
.全
體
に
联
等
に
分
，配
：ず
ベ
し
と
提.
.
.

•

第
十
四
卷
八
ニ 

i
A
l

)

雜

0

ダ
ゼ
ル
のF

自
&

-

ゲ
ゼ
ル
は
第
二
の
方
法
を
採
る
。
而
し
て
利
率0
:調

*
す
る
。
ノ
 

：
，'

■
 

そ
れ
故
に
、
ゲ
ゼ
ル
の
土
地
改
良
案
た
る

「

自
曲
土 

地」
F
r
e
e
-
L
a
n
d

の
成
功
如
何
は
、
利
平
の
他
の
形
滕
、 

.即
ち
貸
借
貨
幣
^
對
す
る
利
子
攻
擊
の
成
功
如
何
に
よ

.
多
く
の
經
濟
學
者
、
殊
、に
マ
ン
チ

H

ス
タ
ー
學
派
の 

:

者

は

：
、
多

額

の

.貨

幣

0

貯
.菩
せ
ら
れ
た
る
、富
裕
な
る_ 

に
於
で
、
.利
子
は
何
故
自
然
的
に
涫
滅
し
な
い
れ
む
い.
 

ふ
こ
と
を
不
審
^
す
る
。
貨
1
^
貯
菩
せ
ら
れ
ヽ
a
つ 

「

，貸
付V」

しV

提
供
せ
ら
る
、
も
0.
,が
、
墙
加
す
れ
ば
噃 

加
す
る
：に
從
つ
T
、
益
々
利
率
は
低
落
す
るS
考〕

2

 

は
、
遨
理
上
間
齋
で
は|)
>̂
.
:ま
い
0
然
か
も
富
裕
な
.る
！ 

國
に
；於
て
も
、
倚
利
率
は
低
落
し
な
い
。
然
か
ら
ば
®
 

借
は
* «
要
供
給
の
法
則
の
支
配
を
受
け
な
い
の
で
ぁ
る
： 

か
0
グ
ゼ

,

は
こ
，の
.不
審
it
答
ふ
る
に
、
新
し
き
利
子 

の
.學
詭
を
以
て
す
る
。
修
は
，利
.子
の
起
源
を
尋
ね
て
、 

在
來
の
■貨
微
制
度
の
缺
戰
に‘ぁ
ぅ
ど
す
る
'。
文
.同
の
上
，
 

一
濟

」

蹢 

' 

.
笫
九
號
一
.

九
^,
.



.-C
* 

%
1 

i
j
l
.
y

つ
て
立
つ
^
こ
ろ
の
、
交
易
'0
媒
介
1

貨
锻
は
、
ま 

'た

貯

蓄

：の

媒

介
S
し
て
も
"使
用
す
る
t
岑
が
出
來
ふ
0 

利
子
，の
•發
生
は
貨
幣
が
、
：
他
の
如
何
な
ぎ
種®
.の
商「

品 

ょie\

も
、，
毁
通
ず
る
こ.
.

V
.

■«
.々
、
Ji
-
:タ

费

用

を

.要

せ

ず 

し
て
貯
蓄
す
る
Y VV

J
が

出

來

る

，、

：

等

の

便

益

^

有

す
る
■

妻

に

S

 

<

0

.

-

1

1

?
 

S

S

近
づ
く

も

の(

普
通
の
消
费
者
で
は
な

S
)
，

は
、
待
つ
こ
.と
が
出 

來
る
。
然
も
生
產
者
は
待
つ
こ
ビ
が
ff
l

ホ
^

い
、
被
等 

は
ぞ
の
損
傷
す
る
生
齑
物
を
、
大
い
^
交
易
す
る
。
而
し 

V

そ
の
忆
め
^
貨
幣
を
必
要̂
す

る
.0
利
子
は
交
易の 

主
要
媒
介
者た
る
is
m
を
：、
流
⑩
せ
し
め
，.て
s
y
N 

K
俊 

で
.ぁ
る
。
.貸
借
貨
幣
は
、
勿
論
、
爾
要
供
給
の
法
則
に
支 

配
せ
.ら
る
/

V
。

し4

し
'な
が
ら
貯
蓄
せ
ら
れ
た
る
貨
幣 

の
總
て
が
、
'貸
付

VJ

し
で
提
供
せ
ぐ
ら
る、
も
の
で
は
な 

-

い
。
利
率
が
低
落
し%
め
る
<
、
_
.

多々

ぐ

の

«
幣
が
，ヽ 

貯

藏

せ

ら

る

、

や

>
>it
な

る
。

• 

•

:'
:

利

子

撤

廢

の

第

1

階
梯
は
、
貨
.幣
を
貯
蓄
の
媒
介
ビ

.し
て
使
用
す
る
乙
と
を
、
出
來
な
く
す
る̂
あ
る
o,
ゲ 

V

ル
の
！
'自
由
貨
幣」

F
F
S
-
g
o
n
e
y

が
こ
の
目
的
に
適 

ふ
，J 

は
、
後
に
於
て
述
ベ
る
こ
ど
、
す
る0

:

E
'
. 

, 

然
し
乍

ら

利
子
が
、
自
然
的
に
消
滅
し
な
い
の̂
關 

レ
て
ば
->
そ
の
外
^
.も
>理
由
が
あ
る
、
貯
蓄
を
な
し
得 

'る
好
景
氣
の
時
期
は
、■
知
じ
得
る
g
lff
i
に
、
利
子
を 

,低
落
せ
し
む
る
丈
け
、
決
し
て
永
續
し
な
い
の
で
あ
る
。

常
fc
ス

ト
ラ

ィ
キ

や

ロ
'

ッ

クd

ナ

ゥ

ト

に

ょ.

CV、

又
も 

.

つ
ビ
#
要
な
る
も
の
ゼ
し
て
は
、神

秘

的

な

る

一、

般

的
 

經
濟
恐

®

に

X
A
y
て

妨
樹
せ
ら

れ

る

。

か

ゝ

る

恐

條

« . 

大
凡
を
、
十
年
目
に
一
囘
襲
來
し
て
、
傭
主
に
は
破
產 

を
、
勞
働
漭
に
は
失
業
：を
蔬
起
す
。
そ
れ
故11
:
會
改
良
、 

即
ち
不
勞
働
所
得9

撒
廢
の
豫
備
條
件
は
、
妨
碍
せ
ら 

れ
ざ
る
：勞
働
ビ
云ふ
こ

S
が
出
來
る
。
傭
主(

資
本
家
で 

ぬ
な
い)

及
び
賃
銀
所
得
者
は
、
共
通
の
利
害
關
係
を 

有

す

る

。

彼

寧

は

等

し

く

ス

ト

ラ

イ

キ

や

、

社

會

不

安

..
に

苦

め

ら

る

、
も
の
.で
あ
る
。

作
は
ダ
^

^
が

，
 

力
t

ル
•
•マ
ダ
ク
ス
ビ
•正
反
對
の
說
を
な
す
、
多
く
の®
; 

のI

つ
で
あ
る
。
 

.
ハ

:'
.
.ゲ
^
ル
_は
|!
)
.
|か
紀」

般
的
^,
經
濟
恐
.慌
は
、
物
偾
下 

’
^
に
原
因
す
る
ビ
考
ふ.？：，’高

:&
賃
鈒
を
支
拂
ひ
、
又
原
べ 

«

R
高
き
代
價
を
支
拂
ひS
.然
が
後
R
彼
等
の
生
産
物
：：
 

を
ク
低
廉
な
る
篇
平
準
^
て
髯
ハ
却
ず
へ
る
ば

f
'

生
產
：，
 

者
'の
破
產
を
意
味
す
る
。
商-

<

 
队
注
產
者
が
掼
失
を
し：

.て
、
:«
却
ず
べ
き
を
見
越
し
、
誰
も
高
き
物
價
平
準
で
、 

購
入
す
.る
も
の
は
な
い
o
ま
^
消
費
者
は
、
ょ
b
低

廉

_ 

^
購
入
し
得
み
こ
ビ
を
豫
想
レ
及
購
買
匕
延
期
す
る:-
0

! 

物
偕
下
落
は
經
濟
生
活
を—

せ

し

め

>

。
:.
: 

更
ら
妃
經
濟
生
活
^
基
礎
は
、
偾
權
ぎ
偾
務
者
の
舨

\ 

.

_
の
«:
幣

契

約

，
に

あ

る

。

'
若
し
_
價
下
落
ず
れ
ば
、
此 

ー
等
:0
嗔
約
は
變
動
レ
て
、
一偾
務
者.の
不
^

!
^;
.な
る
。 

•若
し
：1
般
的
‘物
價
平
準
が
_
故
す
れ
ば
' 1;.

定
：の

地

代：

I

柳
I

I

 一
.

I
地
代
s

f

參

に

，
彼

' 

’ 

$

,1

. 

>

(

一
ニ
八
1

0
ヴ

雜

;:
-

錄
：
:,
,
.̂
せ

か

繁

_

.の
生
産
物
の
よ
り
大
な
る
部
分
を
，
賣
却
し
な
ぐ
で
は 

な
ら
ぬ
。
地
代
を
受
取^.
地
主
は
、
多
く
の
偾
權
者
ビ 

'.
同
じ
く
.、
貨
條
の
»
買
力
.の
增
加
に
よ
り
て
得
を
す
る
。

•
,凡
て
の
.僙
務
者
の
中
化
て
、
最
も
大
な
る‘も
®
は
國 

家
或
ひ
は
此
の
場
合
に
は
、
國
偾
の
利
子
を
支
拂
ふ
納 

_

秘
者
と
云
ふ
こ
，と
が
出
來
る
。
若
し
物
價
が
下
落
す
れ 

ば
ヽ
國
僙
の
利
子
及
び
之'れ
^
,充
つ
6-
組

稅

：の
額
：は

、
以 

'前
ビ
»
ら
な
い
け
れ
ど
|

鈉
稅
者
の
負
擔
は
堦
加
す 

」

る
。
生
産
潴
例
ベ
ば«
述
し
!,
た
る
.‘皿
夫
は
、
彼
の
粗
踩
を. 

鈉
付
す
る
た
め
=に
、.
を
の
ま
®
物
の
以
前
に
も
增
して
 

:

大
な
る
部
分
を
、
犠
牲
に
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ，0
. 

W偾
. 

.

.の
利
子
の
^:
拂
を
^-
く
る
者
、
即
ち
不
勞
働
所
得
を
享 

得
：す
る
*
は
、
物
慎
の
下
落
に
よ
り
て
得
を
ず
る
。

I

般
的
物
•價
；半
準
の
'低
落
が
及
ぼ
す
效
果
に
ま
い
て 

は
：、
旣
：.に
ヒ
そ
1
ム
及
び
«
本
位
論
者
の
了
解
す.る

 ̂

こ
ろ
で
^
.
り

、
、
、
、
ル
及
；
び

*

他
.の
英
國
の
經
■»
學
»
は
、 

不
十
分
な
が
ら
之
を̂

!

じ

令

ゐ

ゲ

。

そ

の

^

^

に

就

叫
濟
ム
論. 

.

.
:
箱
九
駿
 

'，九
^
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.
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^
t
l
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A
l
.
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.
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i
v
n
v
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*
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ゲ
せ
か
のf

自
由
經
濟
'

j

論

第
九
號
.
■ K ♦ 8

i

T
は
ゲ
ゼ
ル
の
著
書
程-s
最
も
明
瞭
に
說
.明
し
で
.ゐ
. 

る
；も
の
は
^;
い
。
而
U

:T
彼
は
前
年
代
に
於
て
：雙
|
1«:
. 

返
し
'て
.、
豫
戒
の
極
め
て
必
要
な
る
ご

V」

を
述
べ
て
ゐ 

る
。，»
近
の
戰
時
公
«:
の
«
爝
に
就
い
で
論
ず
れ
-̂: 

物
價
难
準
の
下
落
は
、
た

.^

.
:へ
.實

易

及

び
«:
業

を

麻

婢
 

せ
し
む
る
効
粜
は
、::
姑
ら
く
措
/
、
ビ
す
る
も
、''
當
に
革 

命
を
意
#
す
る
も
の
‘で
あ
る
o
戰
前
の
物
惯
へ
復
歸
を 

^
«i
f

,5「

jM
a」

a.
e
f
k
t
i
o
n

又
は「

金
本
位
制
へ
の
復 

歸」
a

 return to the gold standard 
が
®
_
せ
ら
れ
て

ゐ
る(

註

i

>
0:

フ
九
i

A
年
.の
a ，
貨
委
員
會
の
臨
時
報' 

告 

The 

Interim 

R
eport 

ol-
ftHe 

Currency 
C
o
m
m
i
-

 
t
t
e
e

ii、

物
«

の
引
下
を
猶
吿
す
る
も0
、
如
べ
、
'
又 

去

る1

月
.ア
ム
ス
デ
グ
ダ
ム
^
於

て

會

見

し

た

る

.
、

有 

名

な

なj

財

政

家

は

、
:1
:物

偾

の

引

下

を

，實

隙

に

皴

吹

し

：
. 

て

ゐ

る。

:;
.
.

へ
然
し
乍
ら
物
價
の
下
落
が
、M
濟
恐
憐
を
意
味
す
:'

 ̂

も
の.V

し
す
れ
ば
、
た
ビ
へ
溉
濟
生
铕
を
刺
戟
す
る
ビ
雛

も
.、
物
：倒
騰
貴
は
、
同
樣̂
弊
.害
舞
き
も'の
で
«>
,
る

。
，
：
.
： 

物
價
騰
貴
ば
、
文
偾
權
者
ミ
傲
務
者
.の
：間
の
^
で
.の
絜 

約
の
變
動
を
意
味
す.る
ぎ
の
で
あ
る
。
然
し
乍
&
こ
の 

場
合
損
窖
を
蒙
る
，も
の
は
、
偾
權
者
で
あ
る
。
保
險
瞪

. 

券
は
を
の
简
眾
な
る
實
例
で
あ
る
。
玆
kI

定
額
の
養 

老
保
險
に
加
入
し
た
る
渚
あ

b
v
j

し
て
、
を
の
者
が
一. 

定
の
金
額
を
受
取
り
れ
る
特
ヽ
.例

へ

ば

三

倍

に

物

憤

.
が 

.騰
貴
し
た
ヾ
し
す
れ
ば
、

(

乳
今
の
多
く
の
歐
洲
諸B!
に
於
' 

て
は
、'1

の
呑
氣
な
空
想
で.あ
る
が)

そ
の
金
额
乂
は'. 

.を
の
利
子
を
以
て
、
彼
は
正
當
咚
豫
期
し
れ
る
貨
物
、
又

. 

，は
®
勞
.の
僅
か
に
三
分

1

を
得
る
に
過
ぎ
な
い
。
若
し 

物
.價
が
依
然vj

し
て
居
づ
て
、.保
險
«

»
が
«
產
し
た 

穴
め
に
、I

磅
に
對
し
て
六
志
八
片
を
拂
渡
し
た
る
に 

.龜
ぎ
な
い
ヒ
す
れ
ば
、
被
保
險
者
の
損
害
、
こ
れ
ょ
り

. 

大
な
る
は
な
い。

•
;

.

そ
れ
ょ
り
も
®
か
K
®-
大

な

る

こ

ヾ

」

は
.
、

物

憤

騰

貴
 

は
凡
r
0

^

 

f

儕
徹
；所
得
.者
ど
の
問
’の
契
約
'を
靴
し
賃

銀
所
得
者
が
不
利
益
を
蒙
る
こ
ビ
で
あ
る0
彼
は
そ
の 

受
く
る
貨
幣
：の
購
質
カ
が
、
斷
え
ず
減
少
す
る
を
以
て
、
 

.ょ
む
高
:&
賃
鈒
を
濺
得
す
る
.た
め
紀
、
斷
え
ず
運
動
を
： 

起
冷
ね
ば
な
ら
ぬ
。
即
ち
實
質
賃
鉱
を
同
ー
標
寧
に
維
. 

持
す
る
^
は
、
'彼
等
は
斷
え
ず
：を
の
名2
2賃
銀
，0
增
給
へ 

を
得
な
く
て
は
な
£
ぬ
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
紀
物
惯
騰

\ 

，貴
：の
.

1
：

期
k
於
て
は
、
.例
べ
ば
十
六
世
»
化
於
け
る
が
.
| 

如
く
，
常

社

會

不

安

の

，時
期.で
あ
る
b
:.
;
现
代
の
歐
_
 j 

k
於
て
は
各
國
の
政
府
が
夫

*々
力
を
用
ひ
て
，

ス
ト；\ 

ラ
ィ
キ
及
び
政
府
の_
脹
政
策
に
よ
々
て
惹
起
さ
れ̂

.1 

る

、
一

不

秩

序

を

鎭

輝

せ

ん

3
試
み
：て
：ゐ
る
。
：
'

,

_ 

|

(

独
 ̂)

‘
,

若
し
政
府
が(

一
〕

新
紙
幣
：の
發
找
か
屮
止
し(

ニ

，
}
戦

前

の
 

物
似
に
f t
歸
す
A

M
想
^

晰
念
す
ろ
、7
と
じ
同
澈
マ
れ
ば
、
各
國
に
於 

ハ
現
准
の
ー
般
叻
物
似
平
準
に
ー
致
す
§

、
新
し
§
金
の
似
辂
か
棊

,
 

礎
と
す
*

、
新
し
吾
金
木
位
制
は
、
直
ち
'に
资
全
1
1採
用
す
大
<
/ 
/
と
が 

出
來
る
。

一

時
に
戰
前
の
物
似
に
復
歸
す
る
、；

2
は
、
氣
.激
^

る
%
战 

の
被
壞
で
あ
リ
い
過
激
尨
ち
戀
動
で
わ
る
ら
又
漸
次
に
復
歸
す
る
、
5
 

„ :

は
、
馀

>
に
經
濟
生
活
か
抑
駆
す
る
、
>
と
で
あ
9

、j

ん
七
四

I1

八

:or

.A
五)

“
雑

，'錄

.
ゲ

綮

：の

「

自
由

|

九
0

苹
0
不
敖
M

、

：
、
全

く

繰

返

げ

/V

と
で
あ
今
金
本
ね
㈣

は
、
ゲ
せ 

ル
の
吹
莨
絜
よ
リ
は
、
馮
の
カ

11
淄
弱
で
あ
る
が
、
現
從
の
紙
幣
の
验 

發
：よ
り
は
、
駁
等
勝
れ
ゐ
る
。

::

.

.
四•

.
ー
舨
㈤

㈱
價
平
準
の
騰
落
は
、fi
fi
f
數
«
說
.に
よ
り 

七
說
明
せ
ら
'れ
る
。
若
し
流
通
す
る
貨
幣
の
數
量

(
X 

は
流
通
の
速
度)

が
、
交
易
せ
ら
.る
 
> 
生
產
物
の
總
量
に 

此
し
て
、
墦
加
す
れ
ば
濯
價
は
騰
貴
す
る
。
若
し
流
瓶 

す
る
貨
幣
の
數
最(

又
ば
流
通
の
速
度)

が
、
交
易
せ
ら 

る
、
生
産
物
に比
し

'て

>

 

減
；少
す
れ
ば
物
價
は
下
落
す 

る
。
取
引
の
數
量
及
び
員
幣
流
撖
の
速
度
が
同
一
な
る 

時
、
政
府
が
兌
換
券
の
流
通
を
增
加
せ
し
む
れ
ば
：、.
物 

價
は
騰
貴
し
、
恶
し
之
れ
を
囘
收
す
れ
ば
物
價
は
下
落 

す
.る
o 

■

\ 

端
西
國
立
銀
行
.

the 

Swiss 

National B
a
n
k

fe
一
 

九
/F

四
年
よ
6

一
 

九

一

ー

〇

庳

祀

至

る

、
’
免

换

券

の

流

通
 

llr
/
及
び
«
西
の
一
般
的
物
僧
平
準式
の
關
係
を
示
す
_

,F
論

、
 

：
笫

九

號

1
〇
十
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ニ
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丨:
i
I；/!
?{
c>

於

ゲ
せ
か
の

「

自
由
經
濟

」

論
，

Jl
[■
.

— 

, 

.
n
M
t 

, 

r

VM

§J
«
-
f

 

s 

j
f
e
l
e
g
i

f
H
V 

s
. 

A
v

線
は「
、
货
幣
數
嗇
說
の
*

實

な

る

こ

ビ
^-
證

す

る

も

の
 

で
為

る

。
：

(
_
線
圖
は
鍇
略
す
る)

。

- 

:
萩

に

注

意

す

V

き
は
、
-.般
的
物
價
弗
準
の
騰
貴^;
、 

數

ヶ
.月
？:
距V
る、-

兌

換

券

の

增

發

：

に
.從
つ
で
起
る
Z 

ビ
で
あ
る
。
こ
の
事
實
ば
：、.物
«:
艰
_
の
，騰
貴
し̂

る 

生
產
物
を
交
易
す
る
た
め
に
は
、
'ょ
り
多
く
の
貨
掙
が 

必

要

で

あ

る

、
そ
の
結

果

兌

換潘
の
猶
發
を
惹
起
す
の 

で

あ

つ

て

、

增

發

は

原

因

で

‘は
な

rい

？
云
ふ
、
"
政
府
が 

兌
換
券
を
增
發
す
る
に
方
つ
て' 
屢
々
用
ひ
る
多
ぐ
の 

議

.論

を打
.破

す

る

。

ー
瑞
.«
'«
立
銀
行
の
：理
事
等
の
如
又
货
幣
の_
値
は
、： 

流
通
す
る
貨
幣
の
擻
最̂

1
る
(£
.あ
ら
穸
、
貨
柊
め
1S 

ら
れ
た
.る
廣
料
、
又
.は
そ
の
代
表
す
る
資
料
化
ょ

り

て

、 

決
定
.せ
ら
る
、
ゼ
信
す
名
者
は'、
瑞
附
の
物
價
平
準
が
：
 

何
故
騰
貴
し
^

る

か

：
、

說

明

が

，
出

來

な

い

こ
ビ
を
知

る 

で

あ

.：
ら

ぅ

，
。

蕊

し

瑞

西

の

金

■

準
備
.は
著
.し
ぐ
堦
加
し
、 

現
在
；に
於
：で
は
戰
前
に
比
す
ル
ば
、
數
等
良
好
に
な
つ

I

Q

I

て
ゐ
る
'か
も
で
あ
る
'0(

戰

前

に

四

割

で

あ

つ

た

^

の 

が
、
五
割
入
分
に
增
加
し
て
ゐ
名

)

。
實
.に
端
西
は
金
0
, 

橫
溢
^
若
み
-つ
^
あ
る
の
で
あ
る0

■

.

,
,

,

■
ぁ
ら
ゆ
る
大
き
な
歷
史
上
の
漆
躜
は
、
殆
ん
ざ
凡
て 

之
を
、.貨
幣
數
最
說
の
說
明
に
用
妙
る
y

 

J

ビ
が
出
來
る
0
 

パ
ビ
ロ
ン
ょ6
只
1
マ
に
^
る
古
代
文
明
は
、
生
齑
吻 

の
交
易
暴
業
ビ
に
役
立
つ
、
貴
金
属
み
數
最
に
ょ
り 

.

.

て
興
亡
し
た
。
貴

金

燭

(

印
刷
術
の
發
明
せ£.

る
V迄

;. 

の
唯1

の
貨
幣〉

の
.現
在
高
は
、
中
世
紀
に
は
漸
次
減 

少
し
て
行
づ
た
。
從
つ.て
物
價
：は.下
落
し
、
經
濟
生.活
.

 

は
死
に
事
し
て
居̂.
.

文
薇
後
典Renaissance

の
％

览
丨 

は
^
つ

.#i

番
R
.̂-
l

己

的

な

動

機

か

ち

：
惡

貨

を

.鑛

造

し
 

て
、
流
逋
す
る
貨
称
の
數
量
を
增
加
せ
し
め
た
る
、
諸

'' 

侯
の
下
に
現
は
れ
た
。
現
代
の
生
活
ぱ
s!
i
米
利
加
か
ら
、 

.金
餵
を
輸
入
し.た
こV」

か
ら
始
ま
る
。
羅
竟
、
M

a
は
貨 

幣
數
量
說
に
對
す
る
經
驗
の
連
續
し
た
も
の
で
ぁ
る
。

貨
幣
制
度
の
最
高
形
態S
郎
も
金
本
位
制
度
?:
含
む
：

.«
來
0
货
幣
制
度
に
於
て
は
、
'

(

貨

幣

數

量

激

か

ら

の

厳

(

物
價
下
落
’

)

ゆ

循

還

を

意

味

す

る

：。

■八
七
K
年

.ょ

な 

鄭
の
推
定
が
喈
示
す
る
が
如
ィ1:
:、
貨
幣
の
流

通

髙

を_ 

一A
九
〇
年
ま
で
の
間
^
於
て
、
金
生
產
の
不
足
及 ̂

:交
易
せ
|

'
、
生
產
物
の
數
量
に
：適
合
せ
し
%'
て
，

一

金

を

材

料ビ
す
る
仕
事
0
增
，加
は
、
三
割
の
物
僧
下
落 

.般
^

#
惯
平
準
を
、
確
定U
や
.ぅ
と
ず
る
何
等
の
試
み,
t
M
0
(、
斷
え
す
贸
易
を
不
振
な
ら
じ
め
た

v

又
.ラ 

も
.
. 

'
企

て

ら

；れ
：介

こ

ビ

か

方

い

b
そ
れ
故
:^
1
'般

的

物j 

,ン

ドR
a
n
d

鑛
山
の
金
.生
..産
の
增
加
及
び
余
使
用
の®. 

偾
可
尊
は
、
交̂
せ
ら
る
、
生
產
物
の
分
量̂
從
，.つ
.て
、.1.

約

.^
、
戰
前
ナ
ヶ
年0
間
、丨
年
々
一
分
六
厘
の
物
®
,® 

斷
炎
す
玀
動
す
る0(

變
動
は
華
節
、
{
艰
淨
、|
人
ロ
.の

增
-
貴
を
惹
起
し
た
。
乙
の
物®
騰
貴
は
、
I
 一
 

ニ
.乒
タ
ィ 

:k
技
沏
^
過
&
:#
^
因
つ
て
起
る)

又
、
恣
に
流
通
一
，
ム
ス
舰
上
に
連
載
せ
ら
れ

?2
論
文
.
^
.
依
れ
ば
、
英
國：«
: 

す
る
.货
|

0
現
花
高
を
、.增
減
せ
し
む
る
こ.ビ
に
ょ
K

V
於
け
る
戰
前
の
社
會
不
安
：の
原
因
.で
あ
る
ヒ
い
ふ，

> J

ビ 

て
ち
變
動
ず
る。
.

;'
:

.

. 

で
ぁ
る
。I

八」

六
年
英
國
に
於
て
、
又

！

 

A七
三
年
”

,

,物
_

讲
の
.最
も
粗
_
な
る
娘
態
で
ぁ
る「

指
擻」

\ .
1

獨
逸
.に
於
て
、
金
本
位
制
度
：の
採
用
せ
ら
れ
た
る
結
架 

I
n
d
e
x
-
N
u
g
i
b
e
r
s

甜
ち
隨
M
合
饼
し
、
比
較
す
る」|

十

、
は
、
物
價
の
下
落
ビ.容
易
^

&
ざ
る
經
濟
恐
«
を
雜
起
. 

,乃
涇
ぶ
:+
個
の
蜇
要
貨
物
の
價
格
を
以
て
昨
る
指
數
な
ー
し
、
又
-ビ
ァ
ポ
ン
ト
•
モ
f
 X.

氏
：の
：銀

行p
i
e
r
p
l

 

る
义
め
ば
、
金
本
位
制
に
於
け
る
物-®
平
準
に
は
、
：頗
.

M
o
r
g
l

 b
a
n
k
s

が
、
逋
聲
を
廻
ら
し
て
金.の
貯
藏
k 

"
.•
^
變
動
多
き
こ
.ビ

を

十

分

，に

表

ん

で

ゐ

る

。

.金

本

位

制.

腐

心

し
./
2
る
.，結

果

ば

、

ー

九

〇

七

年

の

大

恐

憐

VJ

な

つ

： 

(

又
‘は

金
®
或

ひ

は

橫

暴

な

る

紙

幣

本

位

)

に

關

す

る

經

た

。
現
在
：に
：於
て
も
、
印
度
が
：裝
飾
用
ビ
し
NT
の
.金
使
用 

濟
嫌
は
.
速

戟(

物
價
勝
貴)

及
び
恐
修
又
は
不
景
氣
‘す
る
■こV

"

實
際
：は
j

M

oft
f
-
^
H
e
a
r
d
i
n
g

)

、

及
.び

第
十B

卷
-

Cl H

八
七)

.

.雜
：：
錄
：
•デ
，
せ
か
の

「

自

遭

避

論

、

 

.
奕

號
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雜.

.

.錄

_ •

ゲ
せ
ル
.の「

自
货

ふ
输
典
國(

支
那)

が

金

本

位

制

を

.、
_
採

用

す

る

炉

も

知

れ 

(

す
る
こ
5
は
其
の
.他
の
世
界
谷
國
^
於
け
る
經
濟
的
安
'

:
定

.^
、
斷
ぇ
中
妨
碍
し
て
ゐ
る
。

” 

'個

々

の

貨

物

の
.®
格

.は
：
、
.

勿
論
■

動

す

る:'
-

然

し

乍
 

4

-W
3

K

等

の

，
變

動

は

、
.

大
數
：の
：法
則
に
從
つ
て
、
栩
互 

^
艰
：韵
す
る
。

ー«
朋
物
«
部
靠
0
騰
落
は
ハ
貨
幣
本
厂 

位
制
度
の
缺
點
を
意
敝
す
名
。
即
ち
有
効
な
る
本
位
制 

度
を
以
て
す
れ
ば
、
，

1

般
的
物
惯
中
準
ゆ
、
決
し
て
變 

,

.，
動

す

る

こ

ビ

も

な

く

、

:;
-
|
.
般

貨

物

に

對

す

る

货

幣

の

購 

.

.負

^
は
、.
常
に
同
ふ
一
^

あ
るy

き
.で
あ
る
;：
0
:”

,

,:.. 

.
•

五 

/ 

;

,:

:

へ」
：

r
.
貨
#

の
本
位
ビ
し
て
、..h 

{死
の
品
®
及
.び
敏
目
を
布

■ 

; 

.
、
. 

; 

. 

:
• 

.
,
.••

.
:

'■
'

^
る
金
を
使
用
す
る
と
は
、
斯
學0

一.馏
威
な
る
シ
I 

ル
ド
。
.ニ
 

コ
.ル
、ノ 

ン•敎
授professor 

Shield Nicholson 

の
云
ふ
所
に
從
へ
ば

〔
「

各
市
埸
に
於
て
疋
年
に
標
雄
：
1
:

.時
計
の
土
-R
骰
か
れ
た
る、

0

準
管
に
封
入
せ
ら
れ
し

. 

, 

.

.

.

.

. 

'

一
志
の
永
銀」

.

V

^
B
i
n
H
s 

worth 

of, mercury.

經
濟」

輪 

、
 

第
れ
^

一
 

§

.
S
C
I
o
s
e
^
i 

in 

a

 

standard 

t:ube, 
p
l
a
p
e
oi
0
0p standard 

-sun 
丨

d
a
l

 

Jn 

e
v
e
r
y 

market-place 

at 

n
o
o
n
o:
a

y

>

K二 

.を
#
雄

尺

度V
J

し
て
用
ふ
る
^
同
#

^
合
现
^
で
ぁ 

る
o
.
X親
在
.洗
存
せ
-
«
#
.大
.經
濟g

茶

(

»
こ
石
意
見 

(

{C
ょ
'^
ば
、

「

貴
余
風
.は
：一

«
し
た
る
偾
値
の
標
準
た
る 

一
-し
^
膝
は
ざ
る
.も
，.の
，，
で

あ

る

」

,0^the 

precious 

metals

cannot 

p
r
o
v
e

 

a
th
x
e
d standard * of value」

マ

. 

• 

' 

.

.

I
.

.ゲ
ゼ
.ル
は
軍
化
：此
れ
寧
の
眞
理
を
、
記
載
す
る
を
以 

:
て
.：

滿
.足
せ
す
、
'紙
幣
本
位
を
被
用
し
、
且
つ
物
價
が
下 

一
落
の
傾
向
を
示
すVJ

&

は
、
兌
換
終
を
增
發
し
、
物
價 

\'

が

騰

貴

の

傾

向

を

，示

す

VJ,

き
は
、
之
を
陶
收
し
、一

般 

j

.
羅
俯
#
,傾
ゆ
坪
を
、
•
&せ

''

し
め
ん
_ j

ビ
.を
主
張
す
.る
。 

Y
丨
货
幣
本
位
^J

M
O
n
e
t
a
q

 

Standard 

os.ce 

は
、
^
換 

^
發
.
tの
9

t
に
A
り
て
、
か
.、
る
_ー
S
し
:f
e
る
科
學 

的
原
則
、
及
び
物
僧
統
對R

ょ

り

て

.、

制
限
せ
ら

れ
る
9 

又

指

數

ょ

り

も

犯

確

な

：
る

物

惯

統

計

の

必

要

が

®

つ
て 

ま
る
。
統
計
上
の
種
々
な
る
困
難
、
'及
び
そ
れ
等
を
解

決
す
，る
方
法
k
就S

て
：、
婆
し
く
知
ら
んw

欲
す
る
者
. 

は
、
ゲ
ゼ
ル
の
寒
#

签

：

見
.：

る
.ベ
じ
。」

:

:
 

此
の「

絕
對
的
<货
幣
本
位
制
度
に
於
て
は
、
惯
格
は 

決
し
て
下
f

る
v
r
sな
く
、t.

般
的
な
歡
的
恐
衢 

.?
:

«
起
す
こ
と
も
な
い
。
又
物fi
t
は
騰
貴
す
る
，|

ビ
な

— 

! 

. 

. 

••

く
、
：
スV
ラ
ィ

キ

；
或
ひ
.は
社
命
不
安
1
惹
起
す
こ
ビ
も 

なS,。

貨
浒
契
約
は
.新
し
き
擔
，保
を
受
け
、
商
業
は
節
單 

d
な
-

CN、
：

生
產
は
斷
え
ず
發
族
す
る
こ
と>
次
る
。
そ
：
 

れ
故
に
益
々
繁
榮
k
赴
き
、
益
々
多
額
の®
幣
が
貯
蓄 

せ
ら
れ
、
貨
付
と
し
て
提
供
せ
ら
れ
，
利
率
版
す
落
，し
、 

從
'つ
で
尙
ほ
又
繁
榮
の
原
因
を«
す
に
至
，る
- 

然
し
乍
ら
利
率
の
下
落
は
、
遂
に
は.旣
^
ゲ
ゼ
ル
が 

豫
見
1
、
.瞥
吿
'を
與
，へ
た
る
、
：：！.の
危
險
を
1;
起
す
。

:

を
の
危
險
ダ
は
、
人
間.の
精
神
紀
對
す
る
'瑰
解
を
缺
ぐ 

'こ
ビ
«
る

大

な

る

、
多

く

の

：
經
，濟

岑

者

が

#

張

す

る

如 

.

.ぐ
、
利
子
低
廉
な
れ
ば
、
貯
*
十
分
.に
行
は
ず
S
 

5
が 

如
^

^
の
で
は
な
い
。
利
子
低
廉
な.る

縣

は

.、

鈒

行
に

’ 

•第十
四
.港

(

二
.

3

八
九

)

雜

鑛

.ゲ
ぜ
ル
の
.

「

自
ル

_
金
す
る
乙
ノ
レ
減
少
し
、
：：
貯
藏
す
る
に
至
る
-」VJ

ブJ

れ 

で
ぁ
る
。
中
肚
紀̂
於
い
て
ヵ
ソ
リ
ッ
ク
敎
會
が
、
.
利 

子
を
禁
止
し
た
る
：結
果
は
、
經
濟
生
活
：に
一
頓
挫
を
潇 

し
、
流
通
せ
る
貨
幣
を
、
貯
藏
せ
し
む
.，る
に
.至
つ
た
:0 

「>」

れ
i
向
様
な
ろ
困
：難
が
：
现
茌
に
於
て
も
、
そ
の
■程 

r度
に
は
多
少
の
相
異
は
ぁ
る
け
れ

v
/も

、

印

度

及

び

，
モ 

パ

メ
ッ
ド
の
國
に
於
て
起
つ
て
ゐ
る
。
貯
藏
せ
.ら
れ
た 

パ
る
貨
幣
は
、
兌
換.芬
を
新
に
發
行
し
て
、

■

補
充
し
な
く 

て
は
I
らg

。
然
ら
ざ
れ
ば
、
絕
對
的
本
位
制
矹
の
主 

_

k
俘
.
b

v、

物

僧

は

下

落

ず

る

'
'
"
こ

の

兌

換

券

の

發 

I

行
及
び
貯
藏
は
、1
1ー
爯
职
線
潘
し
て
行
は
れ
ヽ
遂
ひ
に 

,

は
非
常
に
多
额
の
兌
換
券̂
^
藏

せ

ら

る

、
に
.至

る

。

而
し
，て
こ
の
貨
幣
制
度
の
保
魅
に
對
す
る
疑
惑
か
ら
非 

.
嘴
に
莫
大
な
る
貨
幣
が
、
兴
然#
場
に
'持
ち
來
さ
れ
て
‘、 

遂
に
は
兌
換
券
.の
囘
收
を
以
て
し
て
も
、
收
拾
す
る
こ 

.VJ

の
出
來
な
い
や
ぅ
な
、
物
價
の
暴
騰
を1;
起
す
，こ
ゼ 

k

«

.
る
，？(

註
四)

';
ノ 

，

..
、：
 

V 

_經
濟
1_
論 

第

九

號

~
o3l
'
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六
.

故
に
菩
々
は
貨
幣
が
貯
蓄

，s
a
v
%

の
媒
介
ご
し
で
. 

使
用
せ
，ら
.る
、
時
は
、
如
何
な
：る
貨r
,本
位
と
雖
も
、 

安
定
ぶ
る
こ
ビ
が
出
來̂，
い
、
と
：衣
ふ
結
：論
に
到
達
す. 

,る
0
吾
々
は
眯
に
利
子
を
做
复
す
る
た
め̂
も
、
貨
幣 

'...を

貯
.̂

5
_
の

&

介

',

:̂
し

で

.
使

用

す

'
る

こ

.
^
_
.
は

つ

JJ
:
め

^
. 

く 

| 

て

说な
ら

ぬ

事

を

、

旣

に

前

#

論

じ

て

®

い

た

。
;

6

 

1
)
M
o
n
e
'
y

 

ぎ
介 

M
o
n
e
t
a
r
y

.pr
o
b
l
e
m
s
.

 

.6th.. 

e
d

 

.
p
.

 

J?

一
 

(

tj
i

ニ

)

 

■マ
.
l

'y
ヤ
シ

.敎
授

4 »^
t
o
c
o
n
t
e
m
p
o
r
a
r
y
.
R
e
v
i
e
w
;
'
M
a
r
c

p4\

 

.

I
S00
7 

及
び 3

£
他

を
见

>4
。

'

,

.

■'
■,
 

•

(

#
.:3
.、'ゲ
.

か̂

の
'^
^iirHche-wlr

sr-chaftsordnung” op*. 

I.C 3II
6
0. 

.1 

及
.び
.ク
.リ
.
.ス.テ
ン
，
博
士
の'
,
,

Die: Du'rcbfahrrm

u-J: 

do-
r 

. 

absoluten .....I 

w
a
h
n
m
g
,
.

 

A
n
n
a
'
e
n
'
d
c
r

 deutschea .Reiches, 

.
I
9
T7
,

Û,
よ
。
：

j 

.

(

.幻
四)

货
消
'水
位
'(:
關
す
'る
合
縱
國_の

桃

威
-?
:
る
.
.ア
'丨
ビ
，ン
ゲ
。
フィ

j 

e/
^̂
丨
|1
絕
對
木
位
制
度4>
^:
張
マ
る
人
で̂

ろ
が
、
こ
の
函
雛
^'
.箭

.\ 

過
し
て
ゐ
る
。
^
!

 ̂

wurchasi

.Dg 

P
o
w
e
r

 of M
o
n
e
y
'
T

votr, 

T
h
e

 

.stabilisation 

of the 

Dollar, 

1
9
2
0)

ゲ
ぜ
‘
の 

Q
rt
l
货
幣
以
外
0

^

.4'の
！！

て
は>絶
對
本
位
制
度
は.到
底
不
可
能
で
あ
る0

:

,

六
：
;.
.
'.
.
. 

” 

. 

.
：
'
.
v::
:

v
.'

. 

,'

ゲ
ゼA

の
：發
明
k
係
は
る
自
由
貨
僻pvee-jyroney

太
-

-
: 

-

.

:貨
锻
の
貯
藏H

o
a
r
d
i
n
g
:

を

不
可
能
^

す

る

。
自

*'
貨

幣

_

は
«
値
の
低
下
す
る
1

一
定
金
額
の
兌
換
券
であ
名
。 

例
；へ.ば
一
週
一
厘
、
即
ち
一
年
約
五
分
ふ
云
ふ
が
如く、
 

價
値
が
減
少
する
'
.
0
で
あ

る

。
貨
幣
の
所
有
省
は、
‘

.

#'
週
兌
換
券
の
裏
•面
に
、
印
紙
を
貼
付
し
て1、
法
律
上 

■
の
價
値
減
少
を
、
自
己
の
負
擔R
於
て
.、
補
充
し
な
く
. 

.
て
は
な
ら
ぬ
。
例
へ
ば
下̂

1|
解

す

る

四

磅

の

'
兌

換

券
 

1
を

所

有

す

る

者

は

，
、

每

週

土

_

二

片

の

印

紙

を

貼

付

し
 

な
く
1:
ば
な
ら
^
。(

圖
は
省
略
す)

。
故
^

一
 

ヶ
年
間
こ 

.
の
.兌
：̂
券
を
、
手
許
に
所
持
す
れ.
、
五
十
二
玲
又
は
.

.
全
®
値
の
約
五
分
侧
厘
の.損
失
を
蒙
る
結
果
ミ.な
る
。
、
 

か
ゝ
る
.貨
幣
で
ルg

か
に
貯
藏
は
不
可
能.で
あ
る
。

.

自
由
貨
傲Fr

e
e
-
M
o
n
e
y

は
生
產
物
と
鹿
ち
に
交
易
す 

.

る

か
、
若
し
之
を
貯
蓄
す
る
ど'す
れ
ば
、
銀
行
に
持
參 

，
し
な
く
.て
は
な
ら
ぬ
。
然
.か
る
時
は
銀
行
は
、
直
ち
に 

そ
の
貨
幣
を
、
企
業
(̂
投
.下
し
な
ぐ
て
は
な
ら
ぬ
。
何 

人
も
貨
幣
>
流
通
場
裡
か
ら
囘
收
し
て
、
高
利
を
强
制 

的
に
徵
收
す
る
，Vと
は
出
^
ぬ
。
故
’に
S

の
供
給
は

:增
加
し
：、
絕
對
的
貨
幣
本
位
制
度0
下
.に
於
て
は
、
自 

然
的
利
率
は
加
速
度
を
以
て’、低
下
：す
る
こ
を
>
な
る
。 

若
し
多
數
の
國に

.：

於
て
、a

十
■
年
間
、
何
等
の
支
障
な 

べ
繼
續
し
ズ
、
實
施
尤
れ
ば
、
遂
に

「

利
率
が
*
に
«
る
へ 

S
は

、
ゲ
ゼ
ル
の
訐
算
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

,
1

ゲ
國 

'で
.'も
.自
.
*
.貨
幣
を
採
用
^:
る
こ
.
^
.が
..出
來
る
。.

さ

ぅ
す
. 

.れ
ば
貨
幣
制
度
の
安
定
气:■
•經
濟
的
恐
懢
を
絕
滅tる

：： 

の
刺
.益
を
受
け
る
。
然
し
乍
ら
こ
の
場
合
に
は
、
.
资
本 

の
輸
出
^
ょ
6
て
、
利
率
が
零
に
な
る
こ
と
は
妨
げ
ら 

れ
、，
他
の
國
の
利
率
ょ
ト
、
大
し
て
低
下
す
る
こ

€

は

, 

出
來
な
い
。
利
率
0:
低
落
に
ょ
る
資
本
の
輸
出
は
ヽ
貨. 

幣
の
膨
脹
、
敗
ひ
は
社
會
不
安
に
ょ
る
も
の
ゼ
は«
異
.， 

し
て
、
繁
榮
ビ
な
る
か
、
或
ひ
は*
榮
を
#
續
す
る
.の 

表
象
で
あ
>
、
そ
の
國
が
英
米
南
國
の'如
く
、
.
愤
權
國 

た
る
.證
據
.で
あ
る
:0 

V

然
し
^ ：
ら

ゲ

ゼ

ぐ

は

常

に

、
利

子

の

間

題

は

、
'
貨

幣 

本

位
.の
_

題

ヒ

相

異

し

て

ヽ

國
^

問

題

で

あ

：
る

乙

£

を

第
十© '

卷

i

 

ニ
：九1

)

, '
:

灕

0

ゲ

ゼ

デ

の

「

自

g

主
張
し
て
ゐ
る
。
唯
广
ヶ
國
で
は
到
底
、
利
子
を
撤
廢 

す
る
.こ
^
は
出
來
ぬ
も
の
で
あ
る。
.>

'
國
際
爲
替
相
場
を
安
定
な
ら
し
む
る
こ
ど
は
、
全
く

 
' 

、
別

問

題

で

あ

.

つ
て
、
阈
際
的
協
定
^
よ
ヴ
て
の
み
ヽ
解 

決
し
.得
る
も
の
で
あ
る
。
國
際
爲
替
相
場
は
、
棚
異
せ 

る
國
の
物
‘價
平
^
に
よ
b
.て
、
變
る
も
の
で
あ
名。| 

國
に
於
て
盼
價
騰
’貴
す
れ
ば
、
そ
の
®

め

商

.人

は

輸

入
 

す

る

。
—

-

是

に

ょ

.り
：
賀

易

及

.
^
支

拂

が

逆

調

'
ビ

な

り 

爲
替
相
場
の
低
落ミ
《

る

。

爲
#

t t

場
®̂

®

片
必
哭 

«:
•
る
も
の
'は
、
賀
易
が
逆
^
る
時
に
使
用
す
る
V j

琴
の 

出
來
る
、
成
る
國
際
的
支
娜
の
媒
介
で
あ
る
。.レ
の
#

:

果
は
を
の
_

の
«.
通
：市
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